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注意点

種別 割合

試験・課題 0%

小テスト 0%

レポート 40%
成果発表

（口頭・実技）
40%

平常点 20%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

日本工学院専門学校 2019年度（平成31年度） 介護ヘルパー

科目基礎情報

医療事務科 通年

2年次 選択 90時間

3単位 実習

　授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分の

３以上出席しない者は単位として認定することはできない。授業の進捗状況により、内容が前後する場合がある。

レジュメ・資料を配布する。

担当教員情報

山下　恵子 実務経験の有無・職種有・看護師、救命救急士

学習目的

　特別養護老人ホームや有料老人ホーム、デイサービスなどの介護事業所では、介護職員初任者研修を取得していない無資格

の方でも介護の仕事に就くことができるが、介護業務を行う上で介護の専門用語やご利用者の心身の特性などの基礎知識を

学習する必要はある。介護職員初任者研修を取得を目指し、介護の基礎知識、基礎技術を学ぶことを目的とする。

到達目標

　介護の職務を理解すると共に、介護・福祉施設で働くために必要となる知識・実技を習得する。介護の仕事をするために

必要となる「介護認定初任者研修」の資格の取得を目指す。

教育方法等

　事前に介護に関する知識を学び、実際に介護を提供しているスタッフに同行して現場見学することで、学んだ知

識や技術を再確認し、現場ならではの注意点や観察ポイントを学ぶ。

評

価

方

法

備　　考

授業内容の理解度を確認するために実施する

授業時間内に行われる発表方法、内容について評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

事前説明・オリエンテーション

介護における尊厳の保持・自立支援

介護職務について理解できる

介護における尊厳の保持・自立支援について理解できる

振り返り これまでの授業の振り返りについて理解できる

演習（２）

演習（３）

介護の基本

介護・福祉、医療との連携

コミュニケーション技術

老化の理解

認知症の理解

障がいの理解

演習（１）

演習（４）

演習（５） こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅲ 生活支援技術演習について理解できる

演習（６） こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅲ 生活支援技術演習について理解できる

介護におけるコミュニケーション技術について理解できる

介護・福祉サービスの理解と医療との連携について理解できる

介護の基本について理解できる

老化の理解について理解できる

認知症について理解できる

障がいについて理解できる

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅱ 生活支援技術の学習について理解できる

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅰ 基本知識の学習について理解できる

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅰ 基本知識の学習について理解できる

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅱ 生活支援技術の学習について理解できる


